
刈

玉
井
學
士
著

『人
口
思
想
史
論
』
を
讃
む

,

南

亮

三

郎

げ

に
著
者

の
云
ふ
が
如
く

『
今

日
、
人

口
問
題
を
論
議
す

る
者

は
多

い
。
而
も
そ

の
著

し
く
世

の
親
聴
を
惹
く

に

到
ら
な

い
』

理
由

の

一
つ
は
、
抑
も

『
人

ロ
問
題
と

は
何
な

う
や

に
關
す

る

一
般

人

の
理
解
が
充
分
で
無

い
が
禽

め

で
あ

る
』
(序
丈
一
頁
)。

本
書
は
即
ち

『
人

口
問
題
と

は
何
な
う
や

に
樹
す

る

一
の
答
解

と
し

て
、
古
來
此

の
問
題
が
、

多
く

の
思
想
家

に
依

つ
て
如
何

に
取

う
扱
は
れ
來

つ
π
か
、
其
等

の
思
想

の
長

所
短

所
は
那
邊

に
あ

つ
尤
か
等
の
黙

を
略
説

し
、
以

つ
て
將
來

に
残
さ
れ
た
る
問
題

の
要
所
を
暗
示
せ
ん
と

し
π
も

の
で
あ

る
』
(
二
頁
)。

四
六
版

三
七
五

頁

の
比
較

的
小
冊
子
で
は
あ

る
が
、
古
く

は
ギ
リ

シ
ヤ
、

廿

ー

マ
の
人

口
思
想
か
ら
、
,近
く
は

ス
ペ

ン
サ

ー
.

マ
ア

ク

ス
の
そ

れ
に
至
る
食
で
互
細
漏
さ
ず
適
確

の
叙
述
と
批

評
を
施

し
た
る
好
著
で
あ

つ
て
、
藤
村
氏

『
人

口
論
』

以

缶
井
學
士
著

『
人
口
思
想
史
論
』
な
讃
む

五
二

一
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五
ニ
ニ

降

の
牧
穫
で
あ

る
と
云

ぺ
よ
う
。
評
者
も
亦

『
之
れ
に
依

つ
て
、
此

の
問
題

に
劃
す

る
興
味
と
理
解
と
が
少
し
で

も

世
人

の
間

に
行
き
渡

う
得
』

る
で
あ
ら
う

こ
と
を
信
じ
、
且

つ
念
じ
な
が
ら
、
舷

に
紹
介

の
筆
を
載
ら
う
と
思

ぷ
。

=

 

、
先
づ
緒
論

に
於
て

『
人
口
』
及
び

『
人
口
論
』
の
何
π
る
や
が
説
か
れ
る
。
著
者
に
依
れ
ば

『
人
口
と
は
、

一
定

の
時
、
叉
は
期
間
に
於
て
、

一
定

の
地
域
に
属
す
る
人
間

の
総
歎

の
量
的
表
現
』
で
あ
b
(本
丈
】
頁
)
、
『
此
の
人
口
を

研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
學
問

は
即
ち
人

口
學
叉
は
廣
義

の
人
口
論
で
あ
る
』
(三
頁
)。

斯
く

『
人
口
論
は
、
肚

會
現
象

の
究
極
的
主
膿
尤
る
人
を
研
究
劉
象
と
し

て
、
そ

の
量
的
方
面
を
研
究
す

る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
關

係
す
る
所
、
極

め
て
廣
汎
で
あ
る
。
』
從

つ
て

『
學
問
と
し
て
も
、
人
ロ
論
は
生
物
學
、
統
計
學
、
政
治
學
、
狭
義
の

肚
會
學
其
の
他
の
肚
會
的
科
學
と
複
雑
密
接
な
關
係
を
有
』
す
る
。
然
し
著
者
に
依
れ
ば

『
人
口
に
關
す
る

一
般
的

研
究
は
勿
論
此
れ
等

の
各

々
の
學
問
と
多
少
關
係
を
有
し
て
は
居
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
其
の
中
の
何
れ
の

一
學
問

に
も
專
属

せ
し
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
廣
汎
な
る
内
容
と
特
別
な
る
因
果
法
則
と
は
寧
ろ
濁
立
の
學
問

と
し
て
の
人

口
學
の
建
設
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
ふ
』
(三
ー
四
頁
)。
所
が
今
日
實
際
の
取
扱
に
於

て
人
口

論
が

『
他
の
學
問
に
封
し
て
常
に
從
属
の
地
位

に
置
か
れ
て
居
る
』
と

い
ふ
こ
と
は

『
未
だ
之
れ
に
關
す
る
學
者
の



嘲
研
究
が
充
分
で
な

い
結
果
』
で
あ
る
。
薯
者
自
身
は

『
將
來
、
學
者
の
努
力
に
依

つ
て
濁
立
の
人
口
學
の
世
界
的
建

設
の
時
期
が
來
ら
ん
事
を
切
望
し
て
や
ま
ざ
る
も
の
で
あ

る
』
が
、
右

の
事
情

の
駕

め
に
、
且
つ
は
實
際
肚
會
の
慣

例
に
從

つ
て
人
口
論
を
狡
義
に
解
し
て
経
濟
的
人
口
論
の
意
味
に
取
6
、
從

つ
て

『
本
書
に
於

て
人
口
思
想
の
研
究

に
着
手
し
禿
の
も
主
と
し
て
此
の
経
濟
的
見
地
か
ら
出
駿
し
π
も
の
で
あ
る
』
(山↑

七
頁
)。

然
ら
ば
そ
の
所
謂

『
経
濟
的
人
口
論
』
と
は
何
か
。
著
者
に
依
れ
ば

『
人
口
と
経
濟
と
の
關
係

は
大
膿
、
之
れ
を

二
つ
の
方
面
よ
b
観
察
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

一
は
消
費

の
方
面
よ
う
で
あ

つ
て
、
他
は
生
産

の
方
面
よ
う
で
あ
る
。

惟

ふ
に
吾

々
の
-
…
欲
望
は
経
濟
生
活
の
出
螢
黙
で
あ

つ
て
、
其
の
満
足
は
即
ち
財
貨

の
消
費
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
。

而
し
て
此
の
欲
望
を
有
す
る
も
の
は
人
で
あ
血
、
其
の
人
の
量
的
表
現
は
人
口
で
あ

る
。
此
の
人
口
と
経
濟
と
の
關

係
を
眼
中
に
置

い
て
考

へ
る
時
に
は
、
人
口
の
経
濟
學
的
研
究
は

一
方
に
於

て
欲
望

の
、
叉
は
消
費
者
の
数
量
的
研

究
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來

る
。
然
し
他
の

一
方
に
於
て
、
慾
望
満
足
の
手
段
π
る
財
貨

の
生
産

に
は
、
土
地
、

資
本
等
と
共
に
螢
働
を
以
て
必
要
蝕
ぐ
べ
か
ら
ぎ
る
要
素
と
な
し
、
勢
働
を
有
す
る
者
は
人
で
あ
う
、
人
の
量
的
表

現
は
人
口
で
あ

る
。

・…

此
の
黙
よ
う
考

へ
れ
ば
、
人
口
の
経
濟
的
研
究
は
叉
勢
働
の
、
叉
は
生
産
者
の
歎
量
的
研

究
て
あ
る
と
も
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
斯
く
し

て
、
経
濟
的
人
口
論
は
、
生
産
消
費
の
雨
方
面
よ
う
人
口
と
経
濟
と

の
關
係
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
と
な
る
。
人
口
の
歎
、
及
び
、
組
織
は
、
人
、
從

つ
て
勢
働
の
質
及
び
量

玉
井
學
士
著

『
人
口
思
想
史
論
』
奉
讃
む

五
二
三
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五
二
四

に
大
な
る
影
響

を
及
ぼ
す

と
共

に
、
消
費

の
質
及
量

に
も
亦
重
大

な
る
關
係

を
有
し

て
居

る
。
而
し

て
此

の
關
係

を

明
白

に
す

る
の
が
、
経
濟
的
人

口
論
本
來

の
職
分
で
あ

る
』
(七
ー
八
頁
)。

'
舷

に
於

て
著

者
は
所
謂
経
濟

的
人
口
論
に
就

て

『
原

論
的
方
面
』
と

『
政
策
的
方
面
』
と

を
匿
別
す
る
。
『
以
上
生

産

及
び
消
費

の
爾
見
地
よ
う
観
察

し
た
所

を
綜
合
し

て
考

へ
る
時

に
は
、
生
産

の
利
盆

よ
う
す

れ
ば
人

口
の
檜
加
は

無

制
限

に
望
ま
し
き

乙
と
で
あ

る
か
の
如
く
、
消
費

の
利
盆

よ
う
す

る
時

は
寧

ろ
人

口
の
塘
加
せ
ざ
る

こ
と
を
希
望

す
べ
き

か
の
如
く
で

あ
る
。
』
『
人
口
の
檜

加

に
よ
る
消
費

の
壇
大

は
、
生
産

の
増
大
に
よ

つ
て
相

鷹
ぜ
ら
れ

て
居

る

か
否
か
。
人
口

の
減
少

に
よ
る
生
産

の
減

少
は
、
之

に
件

ふ
消
費

の
減
少
に
よ

つ
て
相
慮
ぜ
ら
れ

て
居

る
か
否
か
。

人

口
の
壇
加
は
浩
費

以
上

に
生
産

を
塘
加
す

る
も

の
で
あ

る
か
、
其

れ
と
も
、
生
産
以

上
に
消
費

を
増
加
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
各
人

の
分
前
を
減
ず

る
も

の
で
あ

る
か
。
人

ロ
の
減
少

は
、
消
費

以
下

に
生
産

を
減
ず

る
も

の
で
あ

る
か
、

其
れ
と

も
、
生
産
以
下

に
清
費

を
減
ず

る

乙
と
に
よ

つ
て
各
人

の
分
前

を
増
加
す

る
も

の
で
あ

る
か
。
此
れ
経
濟
的

人

口
論

の
原
論
的
方
面
と
し

て
第

一
に
考
究
す

べ
き

所
で
あ

る
。

而
し

て
此

の
原

論
的
結
論

よ
り
出
登
し
て
、
此

の

矛

盾
を

い
か
に
調
和
す

べ
き
か
。
人

口
の
趨
勢

を

い
か

に
指
導

す
べ
き
か
を
論
ず

る
、
此
れ
経
濟

的
人

口
論

の
政
策

的
方
面

で
あ
る
』
(
=
丁

;
責

)。

,
い
本
論
第

一
篇

は

『
古
典
時
代
』
と
題
し
、
ギ
リ

シ
ヤ
及

ロ
ー

マ
の
人
口
思
想
を
研

究
す

る
。
『
ギ
リ

シ
ヤ
人

口
思
想

,



剣
の
最

も
大
な
る
特
色
』

は

『
人

口
原
論
的

墓
礎
が
無

い
と

い
ふ
黙
と
、
國
家
主
義
的
色

彩
が
濃
厚
で
あ

る
と

い
ふ
黙

と

の
二
熱
』
で
あ

る
(
二
七
頁
)。
尤

も

プ

ラ

ト

ー
は

『
生
活
資

料
の
分
配
と
人

口
と

の
間

に
存
す
る
相

互
關
係
を
認

め
』
、
『
一
定
肚
會

に
於

け
る
生
活
資

料

の
量

を
静
的

に
見

て
、
人

口
が
大
な
ら
ば
大
な
る
に
從

つ
て
各
個
人

の
分
配

上
の
分
け
前

は
少
く
、
叉
反
甥

に
人

口
が

小
な
ら
ば
小
な
る
に
從

つ
て
右

の
分
け
前

は
大
と
な
る
と

云
ふ
乙
と
を
認

め
』

て
、
『
人

口
が
過

少
叉
は
過
大

の
際

に
當

つ
て
は
、
或

は
そ

の
増
殖
を

は
か
b
叉

は
反
封

に
そ

の
制
限
を
書
す
べ

き

必
要

あ
る
を
説

く

に
至

つ
π

の
で
あ

る
』

が
、
然
し
そ
れ
は

『
今

日
の
経
濟
學

的
見
地
よ
う
見

て
、
…
…
人

口
の

壇
加
力
と
生
活
資

料

の
堰
加
と

の
關
係

に
着
眼

し
π
』
も
の
で

は
な

い
の
で
あ
る
(三
九
ー
四
〇
頁
)。
此
の
黙

よ
う
し
て

署
者

は
、

マ
ル
サ

ス
が
自

か
ら
プ

ラ
ト

ー
の
章

句
を
引
用

し
て

..宰

。
ヨ

昏
①。。。
冨
ω。。9
σq
。
ω
搾
一。・
①
く
置
。
暮

夢
暮

男
算

○

艶
一ぐ

。。9
≦
9
0
8
&
窪
。図
o
h
唱
o
℃
乱
9
ぼ
8

8

ぎ
自
$
ω。
げ
①図
o
民

夢
o
昌
】鶏
房

亀

ω=
び
巴
。。8
=
8
●、博
(国
く
o
蔓
ヨ
p
ロ
げ
ご
σ
・

。
α
・
<
。
一・
剖
℃
・
三
い
)
と
輔言ロ
へ
る
は

『
マ
ル
サ

ス
の
誤
解
で
あ

る
』
と
断

じ

て
ゐ
る
(三
七
頁
)
。
叉
ギ

リ
シ
ヤ
時
代

の
人

口
施
設
並

に
思
想
は
、
優
種

學
的
色

彩

の
濃
厚
で
あ

る
乙
と
を

一
特
色
と
す
る
が

、
然

し

『
此
れ

は
其

の
國
家
主
義

的
見
地
か
ら
來

る
當
然

の
蹄

結
と
云
は
ね
ば
な
ら

な

い
。
蓋
し
國
家

の
隆
盛

、
軍
力

の
充
實

の
虎

め
に
は
唯
だ
、
人

の
量
的
塘
加
を
は
か
る
の
み
で

は
充

分
で
な

い
。
同
時

に
人

の
質

的
改
善

を
も
望
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ

●

る
』
(
三
一責

)
。
次

に

ロ

ー

マ
で

あ

る

が

、
『
ロ

ー

マ
の

人

口

思

想

は

…

-
人

ロ
原

論

的

方

面

を

鋏

い
て

居

る
黙

に

於

て

、

玉
井
學
士
著

『
入
口
思
想
史
論
』
な
讃
む

五
二
五
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五
二
六

ギ
リ

シ
ヤ
思
想

と
等

し
』

い
。
『
唯
だ

ギ
リ

シ
ヤ
思
想
が
國
家
原
論
的
立
揚
か
ら

、
主
と

し
て
、
人

口
の
調
節

を
説

い

π

の
に
封

し
て
、

ロ
ー

マ
思
想
が

、
同

じ
立
揚

か
ら
主

と
し

て
人

口
の
壇
加
を
策
し
尤
黙
を
以

つ
て
、
雨
者

の
蟻
別

黙

と
す

る
』
(七
一責
)。
蓋

し

『
ロ
ー

マ
は
戦
箏

の
國
で
あ

つ
て
、
軍
國
主
義

を
旗
幟
と
す

る
。
從

つ
て
、
職

の
最
大
要

件
だ
る
人

に
就

き
、
爲
政
者
が
、
其

の
壇
加

を
ば
か
ら
ん
と
し
カ

る
例

に
富

ん
で
居

る

こ
と

は
、
寧

ろ
當
然
で
あ
ら

う
。
』
只
然

し
そ

の
原
論
的
方
面

に
於

て
は

『
學
者
論
客

の
特

に
大

に
之
れ
を
論
じ
た

る
例
が
無
』

く
、
『
多
く
は

ギ

リ

シ
ヤ

の
糟
糠

を
嘗

む
る
に
過
ぎ

な

い
』

の
で
あ

る
(五
九
頁
)。

第

二
篇

は

『
マ
ル
ず
ス
以
前

の
近
世
人

口
思
想
』
と
題
し
、
第

一
章

に
於

て
キ
リ

ス
ト
敷
的

人

口
思
想
を
、
第

二

章

に
於

て
重
商
主
義
的
人

口
思
想
を
、
第

三
章

に
於

て
重
農

主
義

的
人

口
思
想
を
、
而
し

て
第

四
章

に
於

て
ズ

ユ
ー

ス

ミ
ル
ビ
の
人

口
思
想
を
取
扱

つ
て
ゐ
る
。
然

し
署
者

が
人

口
思
想
史

上
に
於

て
特

に
重
視
す

る
所

の
も
の
は
云
ふ

嚢
で
竜
な
く

寓
。
苫
碧
艶
一。。房

及

び

団
ξ

ω
剛○
。
韓

。。
の
思
想
で
あ

る
。
蓋

し
経
濟
的
人

口
論

の
萌

芽
は
前
者

に
登

し
、

人

口
制
限

の
究

極
原

囚
と
し

て
の
生
活
資
料

の
重
親

は
後
者

に
始
ま

る
か
ら
で
あ

る
。
即
ち
先

づ
重
商
主
義
者

の
人

口
思
想
は

『
過
去
の
政
治
的

人
ロ
思
想
と

、
近
代

の
縄
濟

的
人
口
思
想
と
の
中
間
に
位

し
て
、
此

の
雨
者

の
間

の
橋

梁

の
如
き

思
想
的
立
場
を

有
し
て
居

る
。
即
ち

一
方

に
於

て

ギ
リ

シ
ヤ
、

ロ
ー

マ
等
過
去

に
於

け
る
人

口
思
想

の
國

家
主
義
的
色
彩

を
濃
厚

に
繊
承
し
て
居

る
と
共

に
、
他
方

に
於

て
は
、
近
代

の
経
濟
的
機
展

に
件

へ
る
思
想
上

に
於



(

け

る
経
濟
的
要
素

の
優
越
を

、
人

口
に
關

す
る
論
議

に
慮
用
し

て
居

る
。
』
『
從
來

の
人

口
思
想
は
、
其

の
壇
加

を
敷

迎
す

る
に
傾

く
も
の
で

竜
、
叉
は
其

の
制
限

の
必
要
を
認

め
る
も
の
で

も
噛
主
と
し

て
其

の
理
由

を
國
家

の
政
治
的

完
成

の
必
要

と

い
ふ
黙

の
み

に
置

い
て
居

る
に
反
し
、
重
商
主
義
者
等
が
新

力
に
縄
濟

的
根
擦
か
ら
し

て
、
其

の
人

口
政
策
を
π

て
π
と

い
ふ
勲

、
此
れ
が
多
く

の
學
者

の
彼
等
を
以

つ
て
近
代

の
維
濟
的
人

口
論

の
出
機
黙
と
な
す
所

以
で
あ

る
。
勿

論
経
濟
的
根
擦

と
云

つ
て
も

、主
と

し
て
國
家
経
濟
若

し
く

は
財
政

の
見
地
か
ら

の
根
撫
で
あ

つ
て
、

今

日

の
所
謂
國
民
経
濟

的
根
壕

は
鯨
う
強
く
主
張

せ
ら
れ
な
か

つ
π
。
…
:
・然

し
、
爾
廣

い
意
味

に
於

て
経
濟

的
根

擦

の
上
に
立

つ
て
居

る
と
云

つ
て
大

い
な

る
間
違

は
無

い
。
後

世

の
純
國
民
経
濟
的
人

口
論

の
少
く
と
竜
萌

芽
を
認

め
る

の
に
は
之
れ
で
充
分
で
あ
ら
う
。
』
『
斯
く

し
て
重
商
主
義
的
人

口
思
想

は
政
治
的
叉

は
國
家
學

的
人

口
思
想

の

最
後

の
あ
ら
は
れ
で
あ

る
と
共

に
、
叉
纒
濟
的

人

口
思
想

の
最
初

の
あ
ら

は
れ
で
あ

る
と

云

つ
て
、
大
膿
に
於

て
正

當

で
あ

る
』
(
一
〇
ニ
ー
一
〇
四
頁
)。
次

に
著
者

は
重
農
學

派
的
人

口
思
想
と

し
て
、

モ
ン
テ

ス
キ
ウ
、
ル
ー
ソ

ー
、
ケ
ネ

ー
、

ミ
ラ

ボ
ウ
、
ヂ

ユ
ボ

ン
、
メ

ル
シ

エ
、
ペ
ー
リ

ー
、
ス
ミ
ス
、
フ
ラ

ン
ク
リ

ン
を
畢
げ
、
『
重
商
主
義
的
人

口
思

想
が

一
般

に
人

口
の
旛
昔
を
読

き

、
其

の
直
接

の
壇
加
策
を
講
じ
て
顧
み
る
所
が
な

か

つ
た
の
に
封
し
て
、
重
農
學

派
的

人

口
思
想
が
人

口
と
生
活
資

料
と

の
關
係
を
重
睨

し
、
結
局
人

口
が
生

活
資
料

の
制
限
を
被

る
も

の
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
を
認

む
る
に
至

つ
カ
の
は
確

か
に
大
な
る
功
績
で
あ

る
。
然

し
乍
ら

、
其

の
人

口
の
基
礎
π
る
生
活
資

料

玉
井
墨
・士
著

『
人
口
思
想
史
論
』
な
讃
む

五
二
七

馬



σ

商

學

討

究

第
∴
餐

(
下
)

五
二
八

の
壇
加
力
と

い
ふ
黙
に
大

い
な
る
注
意
を
は
ら
は
ず
、
從

っ
て
人
口
の
塘
加
力
と
生
活
資
料
の
塘
加
力
と
の
間
に
如

何
な
る
絶
封
則
あ
り
や
の
黙
を
も
眼
中
に
置
か
ず
、
只
漠
然
生
活
資
料
の
充
實

に
よ
め
人
口
の
檜
加
を
は
か
b
得

ベ

サ
む

き

こ
と
を
説

く
に
止

つ
尤

の
は
、
重
農
學
派
的
人

口
思
想
を
人
口
論
と
し

て
荷
完
成

の
過
渡
期
に
あ

っ
π
も

の
と
見

倣

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
所
以
で
あ

る
。

而
し
て
右

の
絶
樹

則
の
認
識

は
矢
張

わ

マ
ル
サ
ス
の
人

口
論

の
出
現

に
侯

尤
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
π
』

と
説

い
て
ゐ
る
(
一
三
五
頁
)o

第

三
篇

は

『
ウ
ヰ
リ
ア

ム
・
ゴ
ー3
ウ
ヰ

ン
の
思
想
』

を
、
而
し

て
第

四
篇

は

『
マ
ル

サ

ス
の
人

口
思
想
』
を
取
扱

ふ
。

ゴ
ド
ウ
ヰ

ン
や

マ
ル
サ
ス
は
巳
に
幾
度

と
な
く
吾

國

の
學
者

に
依

つ
て
反
覆
叙
述

さ
れ
た
所
で
あ
蚕
、
從

つ
て

本
書
に
於

て
も
此
の
黙

に
關
し

て
は
別

に
新
し

い
見
解
な
b
構
想
な
り
を
窺

ふ
ε
を
得

な

い
。
只
然

し
第

三
篇

に
、

比
較
的
多
数

の
頁
を
費

し
て
世

に
埋
も
れ
π
る

ゴ

ド

ウ

ヰ

ン
の
反
駁
書

『
人
口
研
究

・

マ
ル
ず

ス
説
駁
論
』
(註
)を

紹
介

さ
れ
π

る
は
完

に
至
當

の
措
置
と
し

て
、
周
到
な

る
著
者
の
研
究

に
新

π
な

る
敬
意

を
表
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

正
し
く

も
著
者

の
云

へ
る
が
如
く

『
此

の
ゴ
ド
ウ
ヰ

ン
の
入
口
に
關
す

る
著
書

は
、
其

の
前
著

「
政
治

的
正
義
」

の

如
く
、
世
に
喧
傳

せ
ら
れ

る
こ
と
な
く
し
て
、
埋
竜
れ

て
居

る
や
う
で

は
あ

る
が

、

マ
ル
サ

ス
當

初

の
論
敵
π
6
し

其

の
人
が

、
更

に

マ
ル
サ

ス
を
目
標
と
し

て
著
は
し
力
論
駁

の
論
駁
と

し
て
歴
史
的

に
興
味

の
あ

る
竜
の
で
あ

る
の

み
な
ら
ず

、
人

口
に
關
す

る
肚
會
主
義
的
思
想

の
先
騙
を
な

し
て
居

る
黙

に
於

て
、
學

問
上
相
當
重
大
な
慣
値
を
有

鞠



す

る

も

の

で

あ

る

』
(
エ
ハ
六
頁
)
。

評

者

も

亦

『
人

口

研

究

』

を

旙

い
て

不

遇

の

思

想

家

に

熱

涙

を

そ

＼
ぐ

乙

と

一
再

に

止

ど

ま

ら

な

い
が

、

未

だ

そ

の

研

究

を

世

に

問

ふ

に

至

ら

な

い
の

を

遺

憾

に

想

ふ

。

(
註
)

ゴ
ド
ウ
ヰ
y
の

『
入
口
研
究
』
の
出
版
さ
れ
穴
の
に

一
八
二
〇
年
で
あ
ろ
。
箸
者
は
本
書

=
ハ
五
頁
、
及

び

日
入
九
頁
の
附
註

に
於
て

コ

九

二
〇
年
』
と
記
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
誤
植

か
何
か
の
間
違
ひ
で
あ
ら
う
。
術
ほ
此
の
機
會

に
、
拙
稿

『藤
村
學
士
著
「
入
口
論
・
マ
ル
サ
ス

観
の
研
究
」な
誼
み
て
』(
國
民
経
濟
雑
誌
大
正
十
四
年
十
月
號
所
載
)
の
丈
中
、
『
ゴ
ド
ヰ

ン
の

:

第
二
同
目
の
答
辮
書
は
、
余
の

一
讃
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

表
も
の
は
憧

か
に

一
八
三
〇
年

出
版

の
も
の
で
あ

つ
表
』
(
】
三

一
頁

)
と
あ

ろ
は

『
一
八
二
〇
年
出
版
』

の
誤

植
に

つ
§
訂

正
し

て
お
き

れ

い

。

第

四
篇

『
マ
ル
サ

メ
の
人

口
思
想
』

に
於

て
著
者

は
先
づ
第

一
に

マ
ル
ず

ス
説

の
先

騙
者
と
し

て
伊

太
利
學
者

ボ

テ

ロ
や

オ

ル
テ

ス
を
紹
介
し
英
濁

の
諸
家

に
も
及
ん
で

ゐ
る
。
次
に

マ
ル
ず
ス
の

『
生

立
並

に
環
境
』

か
ら

『
人

口

論
第

一
版

の
要
領
』
を
記
し
、
更

に
進

ん
で

『
人

口
思
想
の
原
論

的
方
面
』
及
び

『
政
策
的
方
面
』
を
分
ち
詳
述
し

、

最
後

に
簡
潔
な

る

『
批

評
』
を
加

へ
て
ゐ
る
。
今
蝕
で
そ

の
仔
細

を
紹
介
す

る
要

は
な

い
。
舷
で
は
唯
だ

マ
ル
サ

ス

説

に
劃
す

る
著
者

の
態

度
を
記
し
て

ゐ
く

に
止
ど

め
よ
う
。
著
者
は

『
究
極

の
理
論
と
し

て
は

マ
ル
サ

ス
説

の
眞

理

で

あ

る
』

こ
と
を
認

め
る
。
然

し
そ

の
所
謂
人

口
の
原

則
が
現
實

且

つ
不
断

に
作
用
す
と

い
ふ
黙

に
於

て
は
疑

を
挾

む
の
で
あ

る
。
即
ち

日
ふ

『
結
局
、
理
論
と
し

て
、

マ
ル
サ

ス
説

の
中
心
思
想
は
之
れ
を
認

め
ざ

る
を
得
な

い
。
蓋

し

一
方

に
於

て
地
球

の
面
積

に
限

り
が
あ

う
、
土
地

に
報

酬
漸
減

の
法
則
が
存
在
す

る
と
共

に
、
他
方

に
於

て
、
人

玉
井
學
士
著

『
入
口
思
想
史
論
』
な
讃
む

五
二
九



商

學

討

究

第

一
各

(
下
)

五
三
〇

間

の
繁
殖
力
が
絶
封

に
な
く
な

つ
て
し
ま
は
な

い
限

b
、
幾
百
萬

年

の
後

に
は
、
地
球

の
全

地
域
が
利
用
し
鑑
さ
れ

て
、
此
れ
以
上
生
活
資
料

の
壇
加
を
は
か
る
べ
き
方
法
が
な
く
な
わ
、
結
局

理
性
的

に
人

口
制
限

の
方
法
、を
講
ず

る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
人

口
の
歴
迫

よ
6
生
ず

る
罪

と
厄
と
を
除
去
す

る

こ
と
能
は
ざ
る
に
至
b
も
す

る
で
あ
ら
う
。
け

れ
ど

も
、
是

は
唯
だ
結
局

の
理
論
で
あ

つ
て
、
實
際

上
の
問
題
と

し
て
、
果

し
て

マ
ル
サ

ス
の
説
く
が
如
く

、
生
活

資

粋

の
壇
加
毎

に
其
れ
以
上

の
割

合
で
常

に
人

口
が
塘
加
せ
ん
と
し

て
居
る
か
ど
う
か
。
今

日
直
ち

に
道
徳
的
抑

制

を
行

ふ
の
で
な

け
れ
ば
、
必
然
的

に
罪

と
厄

と
が
磯
生
す
る

に
至

る
も

の
で
あ

る
か
ど
う
か
、
と

い
ふ
こ
と

に
な
る

と
自

ら
別
問
題
で
あ

る
』
と
(
二
六
入
頁
)。

最
後

の
第

五
篇

は

『
最
近
世
』

と
題
し

マ
ル
サ

ス
以
後

の
人

口
思
想
の
磯
展

を
概
説
す
る
。
先
づ
第

一
章

は

『
最

近
世

に
於

け
る
反

マ
ル
サ

ス
主
義
』
で

あ

つ
て
、
生
物
學
的
根
振

よ
b
人
間

の
繁

殖
の
減

退
を
説
く

ダ
ブ

ル
デ

ー
、

ス

ペ
ン
サ
・
1
、
ケ
リ

ー
等

の
生
物
學
的
樂
観
説
と
、
『
統
計
的

に
人

ロ
と
生
活
資

料
と
の
調
和

を
説
き
、
叉
は
理
論
的

に
人

口
の
壇

加

に
件

ふ
生
活
資
料

の
適

當
な

る
壇
加

を
謹
明
せ
ん
と
す

る
』

グ

レ
ー
、
イ

ー
ヴ
ジ

ッ
ト
、
グ
ラ

ハ
ム
、

ウ

エ
ー
ラ

ン
ド
、

シ

ニ
オ
ア
、

ア
リ

ソ

ン
、

サ
ド
ラ

ー
、

バ
ス
チ

ヤ
、

ル
ヴ
ア

シ
ウ

ル
、
リ

ス
ト
等

の
経
濟
學
的
樂

観
説

と
、
『
人

口
に
關
す

る
普
遍
的
法
則

の
存
在
を
否
定

し
、
肚
會
組

織
の
異

な
る
に
從

ひ
各
特
異

の
人

口
法
則
あ

血

と
な

し
、
人

口
過
剰

を
以

て
資
本
主
義
的
肚
會
組
織
特

有
の
現
象
で

あ
る
』

と
考

へ
る

マ
ル
ク

メ

一
派

の
肚
會
主
義



●

的
人

口
思
想
と
を
叙
述

し
て

ゐ
る
。
第

二
章

は

『
正
統
派
縄
濟
學

の
態

度
』

と
し
て

マ
ー
シ
ア

ル
や
吾
國

二
三

の
學

者

の
典
型
的
所
説

を
掲
げ

、
最
後

に
第

三
章

は

『
新

マ
ル
サ

ス
主
義
』

と
題

し
て
そ

の
意
義

、
磯
達

、
論
篠
、
方
法

等

に
か
な
b
適
切
な
叙
述

を
與

へ
て

ゐ
る
。
新

マ
サ

ス
主
義

に
勤
す

る
著

者

の
態

度
は
、
『
此

の
方
法

に
よ
う
、
祉
會

上
、
経
濟

上
の

一
切

の
弊
害
を
救
濟

し
得

べ
し
と
な
す
が
如
き
見
解

に
は
益
然
賛
成

し
得

な

い
。
』
然

し
、
『
肚
會
改

造
を
第

一
義
と
し

つ
＼
、産
見

制
限

の
補
助
的
効
果
を
認

む
る
カ
ウ
ツ
キ

ー

一
派

の
肚

曾
主
義
的
新

マ
ル
サ

メ
主
義
、

並

に
現
在

の
肚
會

は
其

の
儘
で

も
産
兇

制
限

の
實

行
に
よ

つ
て
祇

會
弊
害

の

一
部

を
除
去
す

る

こ
と
が
出
來
る
と
考

へ
る
穏
和
新

マ
ル
サ

ス
主
義

の
主

張
は
、
或

る
程
度
ま
で
之
を
認

め
る
』

と

い
ふ
に
在

る
(三
六
九
頁
)。

而
し

て
其

の

方
法

に
就

て
は

『
今

の
所

、
新

マ
ル
サ

ス
主
義

の
説
く
如
く
科
學
的
避
姓
方
注

に
賛
成
す

る
外
は
な

い
。
他

の

一
切

の
方

法
は
、
無
効

、
有
害
、
若

し
く
は

一
般
的
實
施
が
不
可
能
で
あ
る
』
(三
六
九
頁
)と

し
て
、
人
工
的
去
勢
、
堕
胎

、

齪
交

、
制
慾

(
マ
ル
サ

ス
の
所
謂
道
徳
的
抑
制
を
含

む
)
等
を
排

し

て
ゐ
る
。

斯
く

し
て
著
者
は
人

口
思
想

の
吏

的
襲
展
を
叙
述

し
了

ヘ
カ
後
ち

『
結
論
』

の
條
下
に
於

て

『
荘

々
乎
と
し
て
数

千
年
、
思
想
は
年
と
共

に
螢
展

し
來

つ
カ
や

う
で
は
あ

る
け
れ
ど

も
、
人

口
問
題
は
、
今

日
爾

ほ

マ
ル
サ

ス
説

を
中

心
と

し
て
、
渦
を
憲
け

る
未

決

の
謎
で
あ

る
』

と
し
、
『
此

の
未
決

の
謎
を
誰
が
如
何

に
解

決
す

る
か
。
其
れ
は
爾

將

來

の
問
題
で
あ
る
。
確
實

な
統
計
材
料
と
、
現
代

の
新

し

い
學
問

の
研
究
方
法
と

に
よ
う

、
人

口
に
關
す

る
法
則
を

玉
井
學
士
著

『
人
口
思
想
史
論
』
な
讃
む

五
三

一



商
學
討
究

第
】
巻

(下
)

五
三
二

尋
ね
出

し
、
之

れ
に
纒

る

一
切

の
肚
會
的
紛
転

を
戴
う
開
く

乙
と
、
其

れ
は
新
時
代

の
學
者

の
任
務
で
あ
る
』

と
論

じ

て
ゐ
る
(
三
七
四
頁
)。ヨ

 

●

以
上
本
書
の
大
要

及
び
そ
の
特
異
性
を
紹
介

し
得

て
大
過
な

い
か
と
思
ふ
。
以
下
評
者
自
身

の
デ

イ

レ
ッ
タ

ン
チ

ズ

ム
を
謝
し

つ
＼
、
若
干
の
護
後
威
を
述

べ
さ
せ

て
貰

ひ
た

い
と
思
ふ
。

先

づ
第

一
に

『
人

口
論
』

乃
至

『
経
濟
的

人

口
論
』

の
概
念
が
未
だ
充
分
明

か
で

な

い
や
う
で
あ

る
。
著

者
は
人

口
論

を
以
て

『
既
存

の

い
つ
れ

の
學
問

に
も
專
属

す
べ
か
ら
ざ
る
猫
立

の
學
問
と
し

て
の
立
場
を
要
求
す
る
も

の
で

あ

る
』
(六
頁
)と

云

つ
て
ゐ
る
が
、

輩

に

『
其

の
關
係
す

る
所

、
極

め
て
廣

汎
で
あ

る
』

と

い
ふ

乙
と
で
は

一
つ
の
學

ヘ

ヘ

へ

問
を
猫
立
せ
し

む
る
因
由
と

は
な
ら
な

い
。

殊
に
著
者
は
人

口
論
を
以

つ
て

『
人
を
研
究
劃
象
と
し
、
其

の
量
的
方

へ
面
を
研
究

す
る
も
の
で
あ

る
』

と
解
し

て
ゐ
る
が

、
か

、
る
見
地

に
於

て
、
果

し
て
能
く

そ

の
所
謂
人

口
論
と
統
計

學

と
を
分

ち
得

る
で
あ
ら
5
か
。
人

口
論
が

軍
に
人
間

の
量
的
研
究

に
誰
く

る
な
ら
ば

、
如
何

に
し

て

『
既

存

の
何

れ

の
學
問

に
も
專
属
す

べ

か

ら

ざ

る
濁
立

の
學
問
と

し
て
の
立
場
を
要

求
』

し
得

る
で
あ
ら
う
か
。
簡

軍
に
謂

つ

て
、
人

口
論

の
學
と
し

て
成

立
す

る
根
基
如
何
。
叉
著
者
は

『
経
濟

的
人

口
論
』

を
以

て

『
生
産
消
費

の
雨
方
面

よ



●

り
人

口
と
縄
濟
と

の
關
係
を
研
究
』
す

る

も

の

で

あ

る
と
解

し
て
ゐ
る
が

、
然

し
此

の
見
解
は
所
詮

マ
ル
サ

ス
に

於

け
る
が
如
く
人

口
と
生
活
資
料
と

の
比
較
速
度

の
問
題

に
蹄
着
す
る
や
う
で
あ

る
。
・
之
れ
著
者
が
繰
う
返

へ
し
、

『
今

日
の
縄
濟
學
的
見
地
よ
b
』
す

る
人

口
問
題

は

『
人

口
の
壇

加

力

と
生
活
資
料

の
壇
加
と

の
關
係
』

に
在
う
と

し
(三
九
頁
)、
此

の
關
係

に
關
す
る

『
絶
封
則

の
認
識
は
矢
張
う

マ
ル
ず

ス
人

口
論

の
出
現

に
侯

虎
な
け
れ
ば

な
ら
な

か

つ
カ
』
と

日
ふ
所
以
で
も
あ
ら
弓
(
一
三
五
頁
)。

然

し
そ

の
所
謂
経
濟
學
的
見

地
よ
う
す
る
人

口
問
題

は
、
果

し
て

生
産
消
費

の
雨
面

よ
う
す

る
人

口
の
量
的
研
究

に
鑑
く

る
で
あ
ら
う
か
。
縄
濟

的
人

口
問
題
は
果
し

て
能
く

、
人

口

と
生
活
資

料
、
及

び
之
れ
と
生
産
組
織
、
分
配
組
織
、

一
般
的
に
謂

つ
て
肚
會
組

織
と

の
密
接

な
る
三
角
關
係
を
究

明

せ
ず

し
て
説
き
得

る
で
あ
ら
う

か
。
著
者

は

マ
ル
サ

ス
説
を
批

評
し
て

『
彼

は
分
配
の
要
素

の
重
要
な
る

之
と
を

無
親

し
π
』
と
云

つ
て
ゐ
る
が
(二
六
九
頁
)、

卑
見

に
依
れ
ば

マ
ル
サ

ス
人

口
論

は
或

る
経
度
懐
で
以
上
三
個

の
要

因

の
間
に
存
す
る
密
な
る
結

び

つ
き
を
究
明

せ
ん
と
し

π

も

の

で

あ

る
。
況
や

マ
ル
サ
ス
以
後

の
人

日
論
分

け
て
も

肚
會
主
義
人
ロ
論
者
は
第
三
要

因
の
優
越

を
力
説
す

る
。
此
の
黙
を
顧

み
ず

し
て
人

口
問
題

の
解
決

は
不
可
能
で
あ

る
。
1

以
上
二
熱

に
就

て
今
少
し
く
透
徹
せ
る
論
述
を
欲
し
か
つ
π
と
思
ふ
。

第

二
に
、

ゴ
ド
ウ
ヰ

ン
の
紹
介

は
詳
細

を
極

め
禿
る
に
拘
ら
ず

、
彼

れ
が

一
入
〇

一
年

に
公
け
に
し
カ
る
第

一
同

の
答
辮
書

ー

『
人
口
研
究
』
は
第
二
同
の
答
辮
書
で
あ
る
ー

に
就

て
は
何
等
言
及
さ
る
、
所
な
か
つ
π
の
は
、

玉
井
學
士
著

『
人
口
思
想
史
論
』
な
讃
む

五
三
三



商
學

討
究

第
一
巻

(下
)

五
三
四

心
あ
る
讃
者
を

し
て
少
し
く
物
足
う
な

さ
を
威
ぜ
し

む

る

で

あ

ら

う
。

固
よ
う
第

一
同

の
答
辮
書

図
・℃
ぐ

8

子
・

》
p富
6
5

亀

U
「・
霊
「ご
即
p

一。。
9
・
は
僅

々
入
十
頁

の
小
冊
子
で
あ

ウ
、
殊
に

『
人

口
論
』
の
著
者

に
答

へ
π
る
個
所

は
其

の
央
ぱ
以
降
で
あ

つ
て
學
問
的
重
要

の
度

に
於

て
は
到
底
晩
年

の

『
人

口
研
究
』

に
比
す

べ
く
竜

な

い
が
、
此

の
雨
者
を
比
較

墾
考
す
る

乙
と

に
依

つ
て
吾

々
は
、
『
人

口
研
究
』

に
於

て

『
殆
ん
ど
毎

頁

マ
〃
サ

ス
と
云

ふ
丈
字

を
見
出

さ

く
る
頁

の
無

い
位

、

口
を
極

め
て

マ
ル
サ

ス
に
反
封
し
』
、
『
焦
慮
的
反
威
を
催
ほ
』
さ

讐
る
を
得

な
か

つ

π
彼
れ

ゴ
ド
ウ
ヰ

ン
の
心
情

に
、
よ
り
深
刻
な
る
同
情

と
理
解
と
を
抱
き
得

る
で
あ
ら
う
(
一
六
七
頁
)。

加
之

マ
ル
サ

ス
は
、
そ

の
第

二
版

に
於

て
初

め
て
挿

入
し
π

『
道
徳
的
抑

制
』

の
観
念

に
就

て
、

ゴ
ド
ウ
ヰ

ン
の
此

の
答
辮

書
よ

う
或

る
深
き
示
唆
を
得
力
と
思

は
る

＼
節

が
あ
る
。
何
れ
そ

の
詳
細

は
後

日
の
研
究

に
譲

る
と
し

て
、
蝕
で

は
唯
だ

そ

の
存
在

の
み
を
記
す

に
止
ど

め
よ
う
。

第

三
は
、

マ
ル
サ

ス
説

の
中
心
思
想

に
關
す

る
著
者

の
解
繹

に
係

は
る
。
上
來
既

に
紹
介

せ
る
所

の
如
く
著
者

は

『
究
極

の
理
論
と
し
て

マ
ル
サ

ス
説

の
中
心
思
想

を
認

め
る
』
が
、
そ

の
理
由

は

『
地
球

の
面
積

に
限

う
が
あ
る
』
と

い
ふ
こ
と
、
及

び

『
人

口
の
繁
殖
力
は
絶
封

に
な
く

な

つ
て
し
な

は
な

い
』

と

い
ふ
乙
と

に
在
る
。
從

っ
て
著
者

に

よ

れ
ば
、

マ
ル
ず

メ
の
人

口
原

則
は
現
在
不
断

に
作
用
す
と

い
ふ
に
非
ず

し
て

『
…幾
百
萬

年

の
後
』
、
『
地
球

の
全

地

域
が
利
用

し
誰
さ
れ
』

力
後

に
初

め
て
作
用

す
る
に

『
至
り
で

も
す
る
で
あ
ら
う
』

と
思

は
る

＼
の
で
あ

る

(
二
六
八



/

頁
)。
然

し
之
れ
は
果

し

て

『
マ
ル
サ
ス
説

の
中
心
思
想
』
と

云
ひ
得

る
で
あ
ら
う
か
。
少
風
と
も

マ
ル
サ

ス
説

を
斯

ギ
解
す

る
は
正
當

で
あ

ら
う

か
ゆ
卑
見

に
依
れ
ば
答

は

『
否
』

と
云
は
ざ

る
を
得

臓
。

マ
.ル
サ

ス
は
自
説
を
斯
く
解

ぜ
ら

る

＼
Z
と

を

い
π
く
忌
避

し
て
ゐ
π
筈
で
あ

る
。
若

し
人

口
の
歴
迫

と

い
ふ

こ
と
が
然

か
く

遠
き
將
來

の
乙
と

に
厩
す

る
な
ら
ば
、
吾

々
は
全
て
を
紳

の
擾

理
に
委

し
て
肚
會
改
造

の
大
業

に
着

手
す
べ
き
で
あ

つ
尤
。
如
何

せ
ん

困
難
接
焦
眉
の
急

に
迫

り

つ
＼
あ

る
。
人
口

の
腿
迫

は
不
断

且

つ
現
實

に
作
用

し

つ
＼
あ

る
の
で

あ
る
。
ー

そ

れ

が

で

ル

ず

入

の

立

揚

で

あ

6

、

そ

し

て

同

時

に

叉

ロ

バ

ー

ト

・
ウ

オ

ソ

ス

の

人

口

論

か

ら

圃

別

さ

る

＼

重

大

な

る

特

異

黙

で

も

あ

る

。

マ

ル

サ

ス

研

究

の

一
権

威

エ

ド

ウ

ヰ

ン

・
キ

ヤ

ナ

ン

の

剴

切

な

る

記

述

を

借

り

る

な

ら

ば

、

.

昌

h
ゲ
o
ゴ
巴

日
窪

o
落

ユ
8

一「
o
血

8

℃
δ

<
o
㌦

貯

o
ぐ
く
巴

『
6
0
勘
夢

簿

昏

o

σq
「
9
<
昏

o
h
で
o
℃
三

暮

一〇
昌

§

岳

仲
、
ミ

ミ

ミ
轟
さ

聴

"

、
曹

、
軸
、
鼠

財
o

≦
o
巳

色

ゴ
9
<
o

げ
o
o
5

0
=

融

菖

αq
δ

二
=
ユ

び
o
「
o
・

↓
ず
Φ
①
舞

9

一
q。
一
…ヨ

一8

α

一昌

。。
凶N
ρ

9
コ
α

o
げ
く
δ

房

蔓

夢

o
お

'

ヨ

=
。・
け
ぴ
o
ω
o
日
o

冨

三

け
8

普

o

喝
o
℃
三
9
二
〇
コ

≦
三

〇
ず

o
窪
ρ
o
×
一。。
け
二
℃
o
昌

ぎ

℃
閑
暮

訂

8

房

梓
即
謬
二
図

お

甘

9
ω
≦
搾
げ

o
o
㌣

冨

ヨ
讐

書

図
ω
g

三

暮

2

冥

。
け巴

§

o
h
三

。・
血
o
g

二
器

.

=

o

ヨ
8

葺

8

℃
δ

〈
。
9

暮

O
冨

。
一̂
。。
8

窪

。
σq
δ

三

7
0
州
で
o
℃
〒

ド
ロ
o
昌

費

o
亀
浮
受
ミ

魅
ミ

ミ
砺
硫
亀
遷

一
拶
昌
山

≦
ゲ
o
昌

討
o

。。
9
務

.昏

o
で
o
≦
臼

o
(
℃
o
℃
巳

薄
δ

ロ

一。。
ぎ

α
o
訪
三

8

蔓

σq
お

鉾
q

9

9
昌
,昏

⑦

n

℃
。
≦
。
二

昌

浮

o
。
費

9

8

冥

。
α
g

。
。。
昌

ω
蜂

g

8

♂

『
ヨ

嘗

㌧.
冨

尻

什
三

島

冒

σq

O
ご

ミ

、
、
ミ

ミ

&
ミ

ミ

、
馬

轟

ミ

ミ
ミ

{

＼
ご
ミ

ミ

●二

(
目
冨

o
ユ
o
。。
o
h
中

o
α
=
o
賦
o
=

碧

山

U

一誓
二
σ
=
瓜
o
芦

ω
巳

o
血
・
で
・
一
ω
◎

)

[

`

從

つ

て

若

し

箸

者

の

如

く

マ

ア

ず

ス
説

を

解

す

る

な

ら

ば

馬
,
そ

は

最

早

マ

ル

サ

ス

説

で

は

な

く

、

却

て

彼

れ

が

極

力

主
井
學
士
著

『
入
口
思
想
史
論
』
彪
讃
む

五
三
狂



商

學
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究
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五
三
六

排
斥

し
尤
所

の
ウ
オ

レ
ス
説

に
堕

す
る
に
至

る
べ
く

、
叉
若

し

マ
ル
サ

ス
の
所
謂
人

口
の
屡
迫

は

一ヨ
ヨ
ぎ
窪
二
図
讐
傷

一ヨ
ヨ
巴

葺
。
ぞ

に
現

嫉
れ
な

い
と

云
ふ
な

ら

ば

、
そ

は
正
し
く

マ
ル
サ
ス
に
説

に
封
す
る
致

命
的
批
評
を
意
味
す

る

が
故

に
、
著
者

は
、
何

故

に
然

る
か
を
論
謹
す
る

の
義
務

を
免
れ
得
な

い
で
あ

ら
う
。

最
後

に
、

マ
ル
サ

ス
以
後

の
人

口
思
想
の
磯

表
の
叙
述

は
、
そ

れ
以
前

の
叙
述

に
比
し
て
簡

に
失

し
て
ゐ
な

い
か

と

思
ふ
。
殊

に
競
近

の
人

口
論
者
と
し

て
著
名

な
る
ブ

レ
ン
タ
ノ
ー
や

オ

ッ
ペ

ン

ハ
イ

マ
」
の
名

を
逸

し
、
叉

『
特

に
肚
會
主

義
的
と
し

て
別

に
掲

ぐ

る
程

の
特
色

を
有
す

る
竜

の
で

は
無

い
か
ら
』

と

の
理
由

の
下
に
(
三
二
〇
頁
)、

カ

ー
ア
・
カ
ウ
ッ
キ
ー
を
除
外
さ
れ
た

の
は
甚
だ
遺
憾

に
堪

え
な

い
。

ヘ
ン
リ

ー
・
ヂ

ヨ

ー
ヂ
や

ニ
ッ

チ

は

割
愛
し

て

も
、

カ
ウ

ッ
キ

ー
だ

け
は
、

マ
ル
ク

ス
以
後

の
肚
會
主
義

人

ロ
論
者
ど
し

て
充
分

に
そ

の
所
説

を
吟
味

し
て
欲
し
か

つ
π
と
思
ふ
。

遮
莫

、
『
新

し

い
思
想
的
原

則

の
建
設

の
駕

め
に
は
、
遇
去
藪
千
年

に
亙

つ
て
、
吾
等

の
組
先

の
辿

う
來

つ
控
精
油
…

的

努
力

の
跡
を
、
追
懐
し
、
吟
味
し
、
批

評
す

る
と
云
ふ

乙
と
が

、
最

も
大
切
で
あ
る
と
思

ふ
』
(一二
七
四
ー
五
頁
)。

此

の
意
味

に
於

て
、
評
者

は
重
ね

て
蝕
に
著
者

の
勢
作

に
畏
敬

の
念
を
表
し
乍
ら

、
本
書
が

『
新
時
代

の
人
口
問
題
研

究
者

に
封
し
て
、
少
し
で
竜
、
研
究
上

の
暗

示
叉

は
刺
戟
を
與

へ
得

』

る
で
あ

ら
う

乙
と
を
所

つ
て
已
ま
な

い
。

(東
京
清
水
書
店
刊
、
定
債
煎
圓
入
拾
鍾
)

-
十
五
・四
・
一
ー




